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３

大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
つ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
の
構
成
員

は
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
大
規
模
氾
濫
減

災
協
議
会
が
定
め
る
。

（
都
道
府
県
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
）

第
十
五
条
の
十

都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
河
川
に

つ
い
て
、
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
り
当
該
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
水
災
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
資
す
る
取
組

を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
都

道
府
県
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
」
と
い
う
。）を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

一

当
該
都
道
府
県
知
事

二

当
該
河
川
の
存
す
る
市
町
村
の
長

三

当
該
河
川
の
存
す
る
区
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
水
防
管
理
団
体
の
水
防
管
理
者

四

当
該
河
川
の
河
川
管
理
者

五

当
該
河
川
の
存
す
る
区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
管
轄
す
る
管
区
気
象
台
長
、
沖
縄
気
象
台
長
又
は
地
方
気
象

台
長

六

第
二
号
の
市
町
村
に
隣
接
す
る
市
町
村
の
長
そ
の
他
の
当
該
都
道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
者

３

前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
項
中
「
前
三
項
」
と
あ
る
の
は
、「
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
河
川
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
十
八
条
の
十
二
」
を
「
第
五
十
八
条
の
十
三
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
の
施
行
す
る
工
事
等
）

第
十
六
条
の
四

国
土
交
通
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
長
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十
五
条
の
三

第
一
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
都
道
府
県
知
事
等
が
統
括

す
る
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
（
同
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。）に
お
け
る
河
川
の
改
良
工
事
若
し

く
は
修
繕
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
良
工
事
等
」
と
い
う
。）又
は
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負

担
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
災
害
復
旧
事
業
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
六

十
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
災
害
復
旧
事
業
」
と
い
う
。）に
関
す
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情

を
勘
案
し
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
等
が
管
理
の
一
部
を
行
う
指
定
区
間
内
の
一
級
河
川
若
し
く
は
管
理
す
る
二

級
河
川
に
係
る
政
令
で
定
め
る
改
良
工
事
等
又
は
こ
れ
ら
の
河
川
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
に
関
す
る
工
事
（
い
ず

れ
も
高
度
の
技
術
を
要
す
る
も
の
又
は
高
度
の
機
械
力
を
使
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
限
る
。
次
項
及
び
第
六
十
五
条
の
三
に
お
い
て
「
特
定
河
川
工
事
」
と
い
う
。）を
当
該
都
道
府
県
知
事

等
に
代
わ
つ
て
自
ら
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項

並
び
に
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
こ

れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
河
川
工
事
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
都
道
府
県
知
事
等
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
第
十
六
条
の
三
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
六
条
の
四
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
第
三
項
並
び
に
第
二
十
七
条
第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
第
五
十
八
条
の
十
二
」
を
「
第
五
十
八
条
の

十
三
」
に
改
め
る
。

第
二
章
の
三
中
第
五
十
八
条
の
十
二
を
第
五
十
八
条
の
十
三
と
し
、
第
五
十
八
条
の
十
一
を
第
五
十
八
条
の
十
二

と
す
る
。

第
五
十
八
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
前
条
各
号
」
を
「
第
五
十
八
条
の
九
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五

十
八
条
の
十
一
と
す
る
。

第
五
十
八
条
の
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
河
川
協
力
団
体
の
河
川
管
理
者
に
よ
る
援
助
へ
の
協
力
）

第
五
十
八
条
の
十

河
川
協
力
団
体
は
、
水
防
法
第
十
五
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
管
理
者
か
ら
協
力

を
要
請
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
応
じ
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
必
要
な
情
報
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援

助
に
関
し
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
条
第
一
項
中
「
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
」
を
削
る
。

第
六
十
五
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
の
施
行
す
る
特
定
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
）

第
六
十
五
条
の
三

第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
特
定
河
川
工
事
（
二
級
河
川
の

修
繕
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
要
す
る
費
用
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
が
負
担

金
等
相
当
額
（
都
道
府
県
知
事
等
が
自
ら
当
該
特
定
河
川
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
都
道
府
県

知
事
等
が
統
括
す
る
都
道
府
県
等
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）を
、
当
該
都
道
府
県
等
が
当
該
特
定
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら
負
担
金
等
相
当
額

を
控
除
し
た
額
を
負
担
す
る
。

（
予
想
さ
れ
る
水
災
の
危
険
の
周
知
等
）

第
十
五
条
の
十
一

市
町
村
長
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
河
川
（
第
十
条
第
二
項
、
第
十
一
条
第
一
項

又
は
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
河
川
を
除
く
。）の
う
ち
、
洪
水
時
の
円
滑

か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
る
河
川
に
つ
い
て
、
過
去
の
降
雨
に
よ
り
当
該
河
川
が

氾
濫
し
た
際
に
浸
水
し
た
地
点
、
そ
の
水
深
そ
の
他
の
状
況
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
把
握

し
た
と
き
は
、
当
該
河
川
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
水
災
の
危
険
を
住
民
等
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
河
川
管
理
者
の
援
助
等
）

第
十
五
条
の
十
二

河
川
管
理
者
は
、
第
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
浸
水
被
害
軽
減
地
区
の
指
定
を
し
よ

う
と
す
る
水
防
管
理
者
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
浸
水
し
た
地
点
、
そ
の
水
深
そ
の
他
の
状
況
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
市
町
村
長
に
対
し
、
必
要
な
情
報
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

河
川
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
河
川
法
第
五
十
八

条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
河
川
協
力
団
体
に
必
要
な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
中
「
属
す
る
者
」
の
下
に
「
並
び
に
水
防
管
理
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

水
防
管
理
団
体
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
者
に
対
し
、
時
価
に
よ
り
そ
の
損
失
を
補
償
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
水
防
管
理
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者
は
、
水
防
の
現
場
に
お
い
て
、
必
要

な
土
地
を
一
時
使
用
し
、
土
石
、
竹
木
そ
の
他
の
資
材
を
使
用
し
、
又
は
車
両
そ
の
他
の
運
搬
用
機
器
若
し
く
は

排
水
用
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項
中
「
第
十
九
条
中
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
中
」
に
改
め
、「
及
び
消
防
機
関
に
属
す
る
者
」

の
下
に
「
並
び
に
水
防
管
理
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
者
」
を
、「
職
員
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第

二
十
八
条
第
三
項
中
「
水
防
管
理
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
国
」
と
」
を
加
え
、「
、
同
条
第
二
項
中「
水
防
管
理
団
体
」

と
あ
る
の
は
「
国
」
と
」
を
削
る
。

第
五
十
四
条
を
第
五
十
五
条
と
し
、
第
五
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
五
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
五
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
同
項
本
文

に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
者
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